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 本セミナーは、音質評価と心理学的測定法の基礎を学び
たい方を対象とした基礎セミナーです。音質に関する解析
技術と音の快音化設計、および人間の聴感印象を計測する
技術（心理学的測定法）基礎知識を習得し、ソフトウェア
を使用した実習を通して測定技術を体験します。  
「音の静音化」から「音の快音化」を目指そうとしてい
らっしゃる皆様に、ぜひ本セミナーを受講していただき、
心理学的測定法および音質評価解析技術に関する知識を深
めていただけますよう、ご案内申し上げます。 
 

  SD法や一対比較法に代表される心理学的測定法には
様々なものがありますが、測定の目的によって最適な方法
を選択する必要があります。また、心理学的測定法によっ
て得られた主観評価値のみを扱うのではなく、対応付けら
れる物理指標と合わせて分析することで、主観的な評価を
指標化することも可能です。これらの事例を紹介します。 
  
■心理学的測定法の種類と解説  ■音色の３因子と物理
との対応  ■機械音の不快度評価のための指標  ■ラ
ウドネスに関する国際規格動向（新規格 ISO 532-1につ
いて） 

 音質評価指標の意味と算出方法を解説します。また、 
２人で１台のPCを使用して、時系列データ解析ソフトウェ
ア（Oscope）による音質評価解析の基本的な流れを学び
ます。周波数フィルタによるターゲット音の確認や考察を
行い、操作手順だけでなく解析結果、グラフの見方につい
ても学習することができます。 
  
■心理学的測定法の実習 ■音質評価指標の概要 ■変動
音解析の紹介 ■ソフトウェアOscopeを用いた音質評価
解析 ■心理学的測定法と合わせた音質改善事例紹介 
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